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歴史と伝統が追い風になる           研究推進部長 丹生 憲一 

 7 月 29 日（水）75 回生に向けて、大西伸弘前校長先生による特別講演「柏原高校の歴史」を開催しました。 

明治 30 年（1897）、兵庫県下で 4 番目の旧制中学校として創立された背景に、田艇吉（阪鶴鉄道開設）、田健

治郎（台湾総督）らの偉人を輩出した地域の教育熱があったことに感謝しようという話。第二代校長、大江礒吉

が目指した自由、平等の理想の学園。そこで招かれた音楽教師、犬童球渓（「旅愁」の作詞者）は当時の生徒たちに

受け入れられず、心を病んで新潟女学校へ転任したこと。その後、柏原中学の校歌作詞を依頼された時には快く

引き受けた話をされました。（現在の校歌の作曲者は山田耕筰、作詞は冨田砕花です）また、大正時代にすでにイ

ギリス人の英語教師による授業が行われていたこと。1966 年から半世紀以上にわたるアメリカワシントン州ケ

ント市・オーバーン市と、長期交換留学が続いていることにも触れられました。4 万人を超える卒業生の中には、

第 47 代総理大臣の芦田均、文部大臣の有田喜一、女流作家の細見綾子、画家の笹倉鉄平、シャープ社長の野村

勝明、コニカミノルタ社長の山名昌衛…と各界で著名な方々がおられます。「文武両道」の校風の下、かつて野球

部は選抜大会に出場、女学校時代の篭球部（バスケットボール部）は全国大会に進出していたということです。

最後に、皆さんに対するエールとして「学びの場は校内だけではない」「地域で学ぼう」「海外に出よう」「仲間を

大切に」「あらゆることにチャレンジしよう」という言葉をいただいています。…メモを取らずに聞いていた人の

ために、おさらいしておきました。 

 現在、本校が文部科学省の「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）」の指定を受けて

いるのは、大西先生のご尽力によるところが大きいことを書き添えておきます。着任されてから 4 年間、「スー

パー・グローバル・ハイスクール・アソシエイト校」という指定を受けながら（「アソシエイト」とは「次点」）、正真正

銘の「Super Global High School（SGH）」になるべく、生徒や教員が始めようとしたことを後押しし、「二兎を

追う者は一兎をも得ず」を逆手にとって、「三兎を追え！」と鼓舞されました。「研究推進部」を新たに設置し、

探究活動を推進する部署を作ったのも大西先生です。ちなみに、現在 K★ing の執筆に精力的な吉田先生も、学

年団に所属しながら SGH 獲得のために奮闘していた一人で、「丹波から TAMBA へ」というキャッチコピーの生

みの親でもあります。数年前、「幸せの国、ブータンに行きましょう！」という生徒の声を真剣に（半分冗談で）

取り上げたとき、賛同してくれたのは吉田先生で、「行ってきなさい」と背中を押してくれたのは大西先生でし

た。ブータンのタクツァン寺院で捧げた祈りが現在の文部科学省指定につながったと信じています。…柏原高校

の歴史の一部になっている人は、身近にもいらっしゃるのですよ。その一人一人が、皆さんの背中を「後押し」

して「追い風」となってくれるのです。明日からは、つかの間の夏休み。追い風を感じながら、それぞれの夏を

楽しんでください。（大西先生の講演のスライドを近日中に学校 HP の「教員動画」にアップしておきます） 
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